
「嘔吐物処理」の流れ



～処理までの環境整備の流れ～

①利用者を別室に避難させる。

②他のスタッフへの声掛けを行う。

③嘔吐した利用者の介助を行う。

④現場の窓を開け、換気を行う。



⑤使用物品を準備する

平時から嘔吐物処理に使用する物品をセットしておくと対応がスムーズに行えます。



⑥処理用バケツの準備をする。



⑦消毒液を作る 作成した次亜塩素酸ナトリウム液は時間を追っ
て消毒効果が減少するため毎日作り変える。

日光の当たるところには置かない



⑧個人防護具を着用する。











～処理方法～



⑨清潔区域と汚染区域に分けて作業を行う



⑩足底を消毒する為のペーパーを敷き、次亜塩素酸ナトリウム液を浸す
汚染区域を出るときは足底を消毒してから清潔区域に出る



⑪ペーパーで嘔吐物を中心に半径2ｍの範囲をペーパーで覆う。

ペーパーで覆った部分を歩くようにします



⑫敷き詰めたペーパーに消毒液をかける



⑬ペーパーを外側から内側に向かうように一方通行でふき取る

ふき取っただけではまだ
消毒はできていません！



⑭ふき取りに使用したペーパーはゴミ袋をセットしたバケツに入れる。
外側の手袋を外し、次亜塩素酸ナトリウム液を入れる。
（ガウンは脱がない）



⑮ビニール袋の内側に触れないように口元をしっかり縛る。



⑯嘔吐物から半径2ｍの範囲をペーパーで覆う。



⑰ペーパー全体にいきわたるように次亜塩素酸ナトリウム液をかける



⑱10分放置する



⑲ペーパーを外側から内側へふき取る

使用したペーパーはゴミ袋をセットしたバケツへ



⑳足底を消毒し、清潔区域に出る



㉑個人防護具を脱ぎ、ゴミ袋をセットしたバケツに入れる。







㉒嘔吐物処理に使用した物がすべてビニール袋に入っていること
を確認し、外側のビニール袋の口元をしっかり縛る。

㉓ビニール袋を所定の場所に廃棄する。

㉔手洗いを行う。

～嘔吐物処理終了～

嘔吐物処理処理方法の動画は下記URLから確認できます。
https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=M0THJH0CmwM

https://www.youtube.com/watch?app=desktop&v=M0THJH0CmwM

